
　臓器移植について
　臓器移植とは、重い病気や事故などにより臓器の

機能が低下し、移植でしか治療できない方と死後に

臓器を提供してもいいという方を結ぶ医療で、善意

による臓器の提供がなければ成り立たない医療です。

　日本で臓器の提供を待っている方は、およそ１３，

０００人です。それに対して移植を受けられる方は、

年間およそ３００人です。

【臓器提供の意思表示について】

　臓器移植を行うのに必要な提供の意思表示は、健

康保険証や運転免許証、マイナンバーカード、意思

表示カード、インターネットでできます。提供する、

しない。どちらの意見も尊重されます。一人ひとり

が、臓器提供について考え、家族と話し合い、自分

の臓器提供に関する意思を表示しておきましょう。

　意思表示の方法について詳しくは、公益社団法人

日本臓器移植ネットワークのホームページをご覧く

ださい。

　平成２２年７月１７日、改正臓器移植法が全面施

行され、親族優先提供の意思表示、１５歳未満から

の脳死下提供が可能になりました。

　また、生前に臓器提供に関する意見を表明してお

らずご本人の意思が不明な場合には、ご家族の承諾

によって臓器提供できるようになりました。

　なお、１５歳未満の方は保護者とともに「臓器提

供しない」意思登録のみが可能です。

問合せ　公益社団法人日本臓器移植ネットワーク

　　　　　 ０１２０－７８－１０６９

第33回和紙の里文化フェスティバル
＊手づくりふるさとマーケット出店者募集＊

　皆さんも手づくりふるさとマーケットに出店して
みませんか？和紙の里文化フェスティバルでは、地
域住民による手づくりをテーマとしたマーケットを
開催します。雑貨創作や各種料理など、さまざまな
ジャンルを受付します。
ぜひこの機会にご参加ください！！
日　　時　５月１９日（土）・２０日（日）
　　　　　午前１０時～午後４時
場　　所　東秩父村和紙の里 庭園　
出 店 数　１０店舗（先着順）
出 店 料　無料　　　　　　　　　
申込期間　４月２日（月）～２０日（金）
※ただし予定数に達し次第締め切ります。
※出店は１９・２０日両日でも、１日だけでもかま
　いません。また、テントを使用しますので雨天で
　も行います。
申込み・問合せ　総務課　 ８２－１２２1

埼玉県虐待禁止条例について
　県内の児童、高齢者、障害者に対する虐待件数は
いずれも増加傾向にあり、虐待は後を絶たない状況
にあります。
　虐待をなくすためには、虐待はいかなる理由があ
っても禁止されるものであるという認識を県民全体
で共有する必要があります。
　そこで、虐待の防止について基本的な事項を定め
ることなどにより総合的に施策を推進するため、県
では「埼玉県虐待禁止条例」を制定し、平成３０年
４月１日から施行しています。

★詳細は埼玉県ホームページ
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0601/201707
　11.htmlをご覧ください。
問合せ　埼玉県福祉政策課　 ０４８－８３０－３３９１
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